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を使用するので，活動の概要も第6期までのものを取り上げる。  
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金沢大学留学生センター紀要 第2号  
1．ボランティア■チューターの活動の目的   
日本語研修コースに在籍する留学生は，それぞれの受け入れ大学に配属されるまでは，  
毎日1限から4限まで，6か月間に渡ってずっと日本語の授業に出席しなければならな  












2．対象となる留学生の属性   
ボランティア・チューターの活動の対象となる留学生は，日本語研修コースに在籍す  
る国費留学生で，日本語学習の経験があまりない学生が中心となっている。  
1斯から6期まで，対象となった留学生は5，9，9，15，18，9名，計55名であった。   
次に，留学生の性別や年齢などの属性について，表1に示した。  
表1留学生の属性  
性 別  年 齢   留学生の種類   専門分野   
男性 37人  平均 28．9歳  研究留学生37人  文系19人（34．5％）   
（67．3％）  
（67．3％）  
理系 33人（60．0％）   
女性18人   （21歳から  
教員研修生18人  
その他（芸術系や体育系など）   
（32．7％）   35歳まで）  
（32．7％）  
3人（5．5％）   
合 計 55人  
まず，性別では，男性が37名（67．3％）と，女性に比べて多い。また年齢は，21歳  
から35歳までで，平均28．9歳であった。  
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少なくとも約3分の1が，自国では教員であるということになる。   
また，留学生の専門分野では，工学などの理系の学生が60％を占めており，文系は  
34．5％にとどまっていることがわかる。文系の中では，法学や経済学，国際関係学といっ  
た分野が大半を占めている。   
次に，国籍の地域別の分布を表2に示す。  
表2 留学生の国籍  （人）  
アジア  オセアニア 北米  中南米  西欧  東欧   中近東  アフリカ 合計  
O 
（5％，（3．％， （16％，（1．％，（5．％，（1。％，（5．％，  
55   
アジアの留学生が55名中31名（56．4％）と多く，次に中南米の学生が9名（16．4％）  
と続いている。アジアの留学生の国籍は，タイ，インドネシア，フィリピンなどが多い。  
3．各期ごとのボランティア・チューターの募集方法と活動の内容   
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したあとに，適宜，留学生の宿題を手伝ったり，話し相手になるという活  
動を行った。  
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金沢大学留学生センター紀要 第2号  
（3）第3期（1996年10月～1997年3月）   
募集：特に新たな募菓を行わず，1期や2期からの継続の学生や，口コミで参加  
を希望した学生を中心に活動をした。   
内容：こカtまでの教師主導の活動をやめて，日本語教師を目指す学生が中心と  
なって，ゲーム（ひらがなのかるたや折り紙 伝言ゲームなど）や歌，日本  
語教科書の音読の指導を行った。  
桓）第4期（1997年4月～1997年9月）   
募粟：学内や学生賛にポスターを掲示した他に，口コミなどでも参加学生を募集  




（5）第5期（1997年10月～1998年3月）   
募集：ポスター掲示の他に，第4期に登録した学生を中心に案内状を送付したり，  








（6）第6期（1998年4月～1998年9月）   
募集：第5期と同様，ポスター掲示の他に，これまで登録していた学生に案内状  
を送付したり，「日本事情」「日本語教授法」を担当している教官に依頼し  
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反省や新しい案などについて話し合った。  
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日本人ボランティア・チューターの意識調査 （深澤・岡澤）  
ⅠⅠ．調査の目的と方法  
1．調査の目的   
ボランティア・チューターの活動に参加した日本人学生に対して，アンケート調査を  
行い，学生の属性や参加した動隠 日本語に対する意識などを探ることを目的とする。  





ト回収率は出せなかったが，最終的には88名のアンケートを回収することができた。   
実施方法と時期は，ボランティア・チューター活動の最初の説明会か第1回目，第2  
回目の活動日に調査票を配布し，原則として，その場で記入してもらい，その後回収した。   
なお，調査に用いたアンケートは，資料として論文末に掲載した。  
Ⅲ．調査の結果と考察  




表3 ボランティア・チューターの属性  
性 別  年 齢   学 年   専門分野   学 部   
1年生13人（14．8％）  
文・語・社会29人位3．0％）  
男性 24人 平均 20．5歳   2年生21人（23．9％）  文系 67人   法・経 
（27．3％）   3年生 29人（33．0％）  
18人位O．5％）  
（18歳から  4年生16人（18．2％）   
教育 20人¢2．7％）  
理  6人（6．8％）  
工  7人（8．0％）  
（■／Z．丁プ6ノ  その他 1人（1．1％）  
不明 1人（1．1％）  
（23．9％）  
医・保健   8人（9．1％）  
合計 88人  
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さて，これらのボランティア・チューターの属性と，表1で示した留学生の属性とを  
















2．ボランティア・チューターの参加年と継続状況   
次に，ボランティア・チューターの参加年と継続状況について，表4に示した。  
表4 参加年と継続の状況  （人）  
参加年  すぐやめた   1期間継続  2期間以上継続  合計  
1995年後期（1期）  1  1＊  
1996年（2．3期）  4  5  6  15  
1997年前期（4期）  25  21  4  50  
1997年後期（5期）  2  3  2  7  
1998年前期（6期）  3  8  4  15  
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日本人ボランティア・チューターの意識調査 （深澤・岡澤）   
表4で参加年というのは，学生が初めて参加した年のことで，参加状況は，「すぐに  
やめた」，「1期間継続」，「2期間以上継続」の3つに分類した。なお，1期間というのは  













めたのではないかと考えられる。   
なお，ボランティア・チューターが活動を継続する要因については，6．でもう一度，  
考察することにする。  





という気持ちが強いのであろう。   
また，「言葉に興味がある」と答えた学生のうち，最も多かったのは「英語の練習に」  
（26名）という回答で，「言語一般に」（21名），「日本語」（20名），「特定の言語」（8名）  
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金沢大学留学生センター紀要 第2号  
表5 ボランティア・チューターの志望動機  
（88人中 複数回答可）  
志望動機  人（％）  
言葉に興味がある  54（61．4％）  
言語一般に興味がある  21（23．9％）  
日本語に興味がある  20（22．7％）  
英語の練習  26（29．5％）  
特定の言缶に興味がある  8（9．1％）  
留学生と交流したい  74（84．1％）  
自分も留学したい  21（23．9％）  
眞文化体験という言責に引かれて  25（28．4％）  
日本語の授業に興味がある  12（13．6％）  
何となく  1（1．1％）  








表6 ボランティアーチューターの活動に期待すること（自由記述）  （人）  
友人を 外国文化 国際交流 外国語の 日本語、語学  
つくる  に親しむ  をする  習得  教育への関心  
ホー 
漠然と その他 合計  
21  18  17  8  5  3  1  5  67  
4．ボランティア■チューターの海外居住歴や外国人の友人の有無   
海外居住歴があると答えた学生はあまり多くなく13人（16．0％）（表7），そのほとんど  
は，高校や大学に入ってからの1年程度の留学や，1か月程度のホームステイである。居住  
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日本人ボランティア・チューターの意識調査 （深澤・岡澤）  





の英語圏が多い。   
海外居住歴のある学生はない学生に比較し，外国人の友人がある割合が有意に高い  
（ズ2検定，p＜0．01）  
表7 海外居住歴と外国人の友人の有無  
海外居住歴  
ある人（％）   ない人（％）  合計（％）  
ある人  11  26  37（45．7）  
外国人の友人  
ない人  2  42  44（54．3）  
合計  13（16．0）  68（84．0） 81（100．0）  




表8 ボランティア・チューターの語学レベルについての自己評価   （人）  
日常会話より  かなり高度に ネイティブ  
やや高度な 話し、書くことが スピーカー 無回答  合計   
程度  できる程度  と同じ程度  
ゼロか サバイバル 日常会話  
挨拶程度  程度  程度  
（6．％，極％，％，（9．％， （1．％，  
O 
（5．％） 
88   
表8によると，ボランティア・チューターは自分の語学レベルを「サバイバル程度」  
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とではなさそうである。   
3．の志望動機のところで明らかになったのは，「留学生と交流したい」と「ことばに  
興味がある」という動機でこのボランティア・チューターに参加する学生が多いという  
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である。   
次に表9に，語学を外国人教師に習ったことがあるかどうかについての結果を示した。  
表9 外国人教師による語学教育を受けた経験  （人）  
ある  ない  無回答  合計  
外国人教師による  57  25  6  
詩学教育を受けたことがあるか （64．8％）   （28．4％）  （6．8％）   
6割以上の学生が外国人教師に語学教育を受けたことがあると答えている。そのほと  
んどは大学での語学の授業で，英語が最も多く，他に第2外国語である中国語，ドイツ語，  
フランス語という回答が多かった。外国語教師による語学教育の有無は⊃ ボランティ  
ア・チューターの志望動機や語学レベルの自己判定に影響を及ぼしていなかった。   
一方，表10は，ボランティア・チューターが自ら，語学を他人に教えた経験がある  
か，また今後教えてみたいか，について質問した結果である。  
衰10 ボランティア・チューターの語学教授経験や希望 （人）  







日本語などを教える方法を  11  73  4   
習ったことがあるか  （12．5％）（83．0％）（4．5％）   
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日本人ボランティア・チューターの意識調査 （深澤・岡澤）  
の志望動機には「言葉への興味」が上位に挙がっていたが，単に興味があるというだけ  
ではなく，語学を教えるという仕事への志向にもつながっていると言える。  




考察する。   














7．ボランティア・チューターの日本語観   
ここでは，ボランティア。チューターが，外国人にとって日本語のどのような点が難  
しいと考えているのかなどについて，述べていく。  
1）外国人に日本語を教えることについて   
まず，表11に，外国人に日本語を教えることと，外国人が日本語を習得することの  
離†∴ミ∧．†一rI′1で  仁陪階三重イi甫あlナ，妊占邑こち言・舌一 六1」 ） ＼－ ▼、‾ 一′ ▼  ヽ－）  ） Tノヽl‾RlJtll叫 じ  ） ′l・一叩＝／1■、（⊥ ′J’′ 0  
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金沢大学留学生センター紀要 第2号  
蓑11日本譜教授と日本語習得の難しさ  （人）  




外を 0  
O 884・0  
（21％，（5％，（2％，（5．％，  
＊「たいへん易しい」－1点，「かなり易しい」－2点，「普通」一3点，「かなり難しい」－4点，  










表12 外国人にとって，日本語の四技能の難しさは  （人）  
たいへん かなり  
易しい  易しい  
普通  無回答合計平均点  
聞き剛は 0 5 ss 3.4 
（9．％，（％，（3％，（。．％，6．％）   
話すのは 0 5 88 3.5 
（5．％）（4％，（2％，（1％，6．％，   
読解は  O 5 88 4.0 
（％，（2％，（。％，（2％，（5．％，   
1  14  38  30  5  
（1．1％）（15．9％）（43．2％）（34．1％）（5．7％）  
書くのは   0  88   4．2   
四技能のうちでは，「聞く」と「話す」に関しては，「普通」と答えている学生が一番  
多い。それに対して，「読む」と「書く」については，「かなり難しい」と答えている学  
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生が多く，さらに「たいへん難しい」と答えた学生も多い。   
また，5段階評価の「たいへん易しい」から「たいへん難しい」まで1～5の点数を  
与えて集計すると，各技能の平均点は，「聞く」（3．4点）が最も低く，「書く」（4．2点）  






さも，これに対応しているようである。   
次に，ボランティア・チューターの考える日本語の難しさをもう少し細かい項目で知  
るために，難しいと考えられる項目を自由記述で答えてもらう一方，発音，文私語嚢，  






表13 外国人にとって，日本語学習の困難な点（自由記述）  （人）  
漢字 （読み書き）敬語  
文字  
（3確ある）  
助詞 文法発音会話 言夕諾味その他無回答  







「語彙」については，「普通」と「かなり難しい」という回答がほとんどを占めている。   
平均点で見ても，「漢字」と「敬語」が高く，反対に「発音」は最も易しいという評  
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価を受けていることになる。  
表14 外国人にとって，日本語の難しさは  （人）  
普通  無回答合計平均点  
たいへん かなり  
易しい  易しい   
6 88 3.2 発音は ¢．…％，（9．；％，（4£≡％，（2芸％）（3．…％）帖．…％，   
文法は  O 5 ss 3.7 
（4．％）（3％，（3％）（2％，（5．％，   
槻は  0  5 88 3.8 0（3ご…％，（4㌔言％）（1ニ喜％，6．…％，   
漢字は  0  O 5 88 4.5 
（2．％，（％，（5％，（5．％，   
0  O 敬語は   5 ss 4.6 
（3．％，（3％，（5％，6．％，   
会話の  1  3  52  21  6  5  
流れは （1．1％）（3．4％）（59．1％） （23．9％） （6．8％） 6．7％）  
88   3．3  





表15 外国人と話すときに気をつけている点（自由記述） （人）  
はっきり  ゆっくり 相手のレベル 正しい日本語  方言を   
話す  話す  に合わせる  を使う  使わない  
29  24  15  14  8  14  
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日本人ボランティア・チューターの意識調査 （深澤■岡澤）  
（1）ボランティア・チューターとして参加しているのは，女性が圧倒的に多い。また専   
門分野としては，文系が多い。  
（2）留学生と交流したいというような漠然とした動機よりも，すでに語学を教えた経験   
があるとか，将来教えたいなどの具体的なイメージや目的を持っている学生の方が，   
ボランティア・チューターの活動が長続きする傾向がある。  
（3）ボランティア・チューターは，外国人にとって，日本語の発音や会話などはさほど   
難しくないと考えているが，文字や敬語については難しいと考えている。ボランテ   
ィア・チューターは志望動機に「言葉に興味がある」と答えている学生が多いが，   
むやみに日本語が外国人にとって難しいと考えている訳ではなく，他の言語とも比   
較した上で，日本語を客観的に捉えているらしいことが窺われる。  





っても有益なものとできるよう，内容を改善していきたいと考えている。   
【謝  辞】   
このボランティア・チューターの活動は，現在は三浦香苗教授の指導のもと，深澤が主に担当しているが，  
これまでに何人かの非常勤講師が担当してきた。特に，古本裕子非常勤講師と早川幸子非常勤講師は、ボラン  
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ア・チューターに参加する女子学生の比率は大きいということがわかる。  
4）ボランティア・チューターだけのミーティングで，話をしていると留学生の方がずっと大人に思われて，   
ギャップを感じることがある，という意見が数度出た。  
5）ここでの検定に1期は含めていない。  
－63－   
金沢大学留学生センター紀要 第2号  
【参考文献】  
乾 秀行（1998）囁も音素が少ない言語」『言語』5月号（第27巻 第5号）pp．22－25，大修館書店  
金沢大学庶務部庶務課（1998年）『データで見る金沢大学1998秋～1999象制（金沢大学広報賃料No．16）  
金沢大学留学生センター（1996）「課外個人指導」昭本譜研修コース 第1期報告書』p．24  
金沢大学留学生センター（1997）「日本人学生との交流」『日本語研修コース 平成8年度報告書（第3期・   
第4期）．づPP．22－23  
金沢大学留学生センター（1998）「日本事情一日本人ボランティア・チューターとの時間－」『日本語研修コー   
ス 平成9年度報告書（弟4期・第5期）』pp．23－25  
AS餌dyonJapameseVolⅧmteer恥1もorsHelpingIm監erna鮎malS血den亀s  
NozomiFukasawa andTakaoOkazawa   








believethatChinesecharacters andhonorificexpressionsaredifficultforinternational  
studentstolearn．  
ー64－   
日本人ボランティア・チューターの意識調査 （深澤・岡澤）  
（資料）  
金沢太学留学生センター  
日本人学生ボランティアーチューター アンケート  






1－1（  ）県 1－2 （  ）市   
2．ボランティア・チューターに応募した動機は何ですか。○をつけてください。（複数回答可）  
2a （ ）言葉に興味がある  
2a－1（ ）言語一般に  
2a－2（ ）日本語。日本語を教えることに  
2a－3（ ）特定の言語に（  請）  
2a－4（ ）英語の練習に  
2b （ ）留学生と交流したい  
2c （ ）自分も留学したい  
2d （ ）「異文化体験」という表現に心ひかれて  
2e （ ）このコースの日本語の授業を見てみたいと思って  
2f （ ）何となく  
2g （ ）その他   
3．外国語ができる人は、自分のレベルを自己判定して○をつけてください。  
3－1（  ）簿  








4－a  （ ）はい  4－b 国名（  
（   ）いいえ  
5．外国人の友人はいますか。  
5－a （ ）はい   5－b 国名（  
（   ）いいえ  
） 4－C 期間（  か月）  
国人） 5－C 人数（  人）   
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6．外国人の先生に外国語を習ったことがありますか。  
6－a （ ）はい  6－b 言語名（  
（  ）いいえ  
詩） 6－C 期間（  か月）  
7．外国語（外国語としての日本帯を含む）を教えた経験がありますか。  
7－a （  ）はい  7－b 言語名（  請） 7－C 期間（  か月）  
7－d 頻度（遇に  回）  7－e 生徒の国（  
7－f 生徒のレベル（1．初級  2．中級  3．上級）   
（   ）いいえ  
8．将来、外国語（日本語を含む）を教えてみたいですか。  
8－a （  ）はい 8－b 言諦名（  請）  
8－C （1ノ1－トタイム  2．フルタイムで本職として）   
（   ）いいえ  
9．日本語を教える方法などを勉強したことがありますか。   
（   ）はい   
（  ）いいえ   
以下は、外国語としての日本語について、現時点であなたがどう思うかを答えてください。  
1から5までの数字で答えてください。  
1．大変やさしい 2．かなりやさしい  3．普通 4，かなり難しい  5．大変難しい  
10．日本語を外国人に教えるのは、一般的に言って（ ）  
11．日本語の習得は外国人にとって（ ）  
12．外国人にとって、日本語技能の中で  
12－1 聞き取りは？ （ ）  
12－2 話すのは？  
12－3 読解は？  
12－4 書くのは？  
13．外国人にとって  
13－1発音は（イントネーションも含む）？（ ）  
13－2 文法は？  （ ）  
13－3 語彙は？  （ ）  
13－4 漢字は？  （ ）  
13－5 敬語表現は？ （   ）  
13－6 会話の流れは？（ ）  
14．外国人にとって日本語学習の際に、最も困難な点は何だと思いますか。   
15i札屈人声R太き喜で託甘♪貴lγ ダんわアシ乙丁告あ・「けスペ卓ナビ十日い車すネ1   
16．このボランティアの活動を通じて、何かを得ることを期待していますか。それは何ですか。   
もしよければ書いてください。   
17．この活動の実施の方法について希望があれば香いてください。  
－66－   
